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教育・事業本委員長
特別賞
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［熊本県］熊本高等専門学校
広がる和室　～絵本により内にも外にも広がる和室～
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自民品確議連が国交相に要望書、
労務単価引き上げを
自民党の「公共工事品質確保に関する議
員連盟」（会長・梶山弘志衆院議員）の幹
部が1月22日、東京・霞が関の国土交通省
に金子恭之国交相を訪ね、建設産業の担
い手の処遇改善と円滑な施工確保に向け
た要望書を提出した。昨年12月に完全施
行した第3次担い手3法に基づき担い手
の中長期的な確保・育成に取り組む必要性
を強調し、公共工事設計労務単価と設計
業務委託等技術者単価の引き上げを重点
的に要望。請負契約での労務費の確保や
技能者の賃金行き渡りの推進も合わせて
求めた。要望には梶山会長と副会長の小
渕優子衆院議員、事務局長の宮内秀樹衆
院議員、事務局次長の見坂茂範参院議員
が参加。▽設計労務単価・技術者単価の
引き上げ▽国土強靱化の着実な推進▽建
設産業の担い手確保の取り組みの推進▽
公共工事の円滑な施工の確保の徹底▽賃
上げ推進に向けた「総合評価方式におけ
る賃上げを実施する企業に対する加点措
置」の適切な運用－の5項目を要望した。

日空衛、働き方改革行動計画で
第3版策定
日本空調衛生工事業協会（日空衛、藤澤
一郎会長）は、働き方改革をさらに進める
ための「働き方改革の推進に関する行動
計画（第3版）」を策定した。2025年3月
策定の第2版を改定。29年度までを目標
とし、新たに会員企業を対象にした年次有
給休暇の取得率や勤務間インターバル制
度の導入割合、労働生産性の向上で数値
目標を定めた。1月21日に東京都内で開
いた理事会で決めた。新計画では昨年7
月に実施したフォローアップ調査の結果を
反映した。年次有給休暇の取得率70％以
上を目指す。終業から次の始業まで十分
に間隔を空ける勤務間インターバル制度
の導入は60％以上を目標とした。労働生
産性は25年度比で9％向上を掲げる。

国交省、ASP活用範囲を順次拡大
国土交通省は建設工事の施工管理や
監督・検査に用いる電子データを受発
注者間でやりとりする情報共有システム

（ASP）の活用範囲を拡大する。現場立
ち会いなどの日程調整を効率化する仕組
みを2026年度の初めごろまでに運用開始
する予定。複数の工事で受注者がそれぞ

れ異なるASPを利用していても、発注者の
スケジュールを共有し日程のすり合わせ
ができるようにする。工事関係書類の様
式をデジタル化し、施工管理ソフトなどか
らデータのまま提出できるような仕組みの
検討も26年度に始める。国交省は関係
団体とつくる「監督支援システム検討会」
で、デジタルデータの活用による書類削減
や施工管理・監督・検査の効率化への方向
性を議論している。検討会には日本建設
業連合会（日建連）と建設情報共有システ
ム協会（CISSA）、施工管理ソフトウェア産
業協会（J－COMSIA）が参加する。

メガソーラー適正設置へ環境整備、
土木建築第三者機関が基準適合性
確認
政府は、大規模太陽光発電所（メガソー
ラー）を適正に導入するための環境整備
を進める。関係閣僚会議がまとめた対策
パッケージに沿って、環境省と経済産業省
は通常国会中に環境影響評価（環境アセ
ス）の審査や実効性の強化に関する検討
結果をまとめ、環境影響評価法施行令な
どの改正に反映する。経産省は10キロ
ワット以上の太陽電池発電設備について
土木建築で専門性のある第三者機関が技
術基準への適合性を確認する仕組みを整
える。メガソーラーは急速に導入が進む
中で、地域との共生が問題になったり、不
適切な事案が出てきていたりもする。政
府は2025年12月の大規模太陽光発電事
業に関する関係閣僚会議で対策パッケー
ジを決定し、関係省庁が連携して対応する
ことを確認した。地上設置のメガソーラー
に対する支援を27年度以降から廃止する
ことや、公共インフラ空間への展開を念頭
に置いたペロブスカイト太陽電池の研究
開発・実証への支援などを検討していく。

自民品確議連が総会、
労務費行き渡りの課題解消へ
自民党の「公共工事品質確保に関する議
員連盟」が東京・永田町の自民党本部で1
月20日に総会を開き、公共工事設計労務
単価のさらなる引き上げを主要な要望項
目とする申し入れ書を、国土交通相に近く
提出することを決めた。総会では昨年12
月に完全施行した第3次担い手3法の運
用状況も確認し、地方自治体発注工事で
適正な労務費の行き渡りが難しい制度面
の課題なども話題に上った。梶山会長は
業界側の意見を聞く場を増やすなどし、今

後の法改正も視野に「次の手を考えてい
きたい」と意欲を示した。総会では国土交
通省が建設業関連の政策動向を報告。建
設関連団体の要望も聞いた。各団体は設
計労務単価の引き上げを共通して要望。
日本建設業連合会（日建連）は時間外労
働の上限規制で働き方の柔軟性が失われ
ている実情なども説明し、今後の制度改善
に議連の支援を求めた。全国建設業協会

（全建）は公共工事の予定価格制度が労
務費の行き渡りを発注段階で阻んでいる
として見直しを訴えた。

インフラメンテ大賞決定、
堀口組（北海道）に内閣総理大臣賞
政府は1月20日、社会資本のメンテナン
スの優れた取り組みや技術開発を表彰す
る第9回「インフラメンテナンス大賞」の受
賞者を決めた。内閣総理大臣賞には、堀
口組（北海道留萌市、堀口哲志社長）によ
る「豪雪地の交通インフラ維持を図る除雪
支援の取組」を選定し、首相官邸で表彰し
た。同社は巡回の省人化や除雪出動判断
へのAI利用、生体情報からの疲労判定な
ど、安全性と働く人の安心感に配慮した活
動を実施。持続可能な働き方とインフラ
の維持を実現する取り組みとして高く評価
された。国土交通省とともに総務、文部科
学、厚生労働、農林水産、経済産業、環境、
防衛の各大臣賞など44件の受賞者も決
まった。

全建会員、労務費の転嫁着実に実施
全国建設業協会（全建、今井雅則会長）が
実施した会員企業に対する労務費の転嫁
に関する調査で、発注側（委託元）と受注側

（委託先）との取引で価格転嫁の協議や
単価変動分の価格反映が着実に実施され
ていることが分かった。委託先との取引で

「サプライチェーン（供給網）全体での適
正な価格転嫁を行うことを意識して、要請
額の妥当性を判断している」割合は9割弱
となった。「労務費等の適切な転嫁の実
施状況」のフォローアップ調査は、2025年
12月2～10日に実施した。都道府県建設
業協会の会員533社から回答を得た。内
閣官房と公正取引委員会（公取委）が策定
した「労務費の適切な転嫁のための価格
交渉に関する指針」と、全建が定めた「労
務費の適切な転嫁のための価格交渉に関
する自主行動計画」の実施状況を基に調
べた。25年5月に実施した前回調査結果
と比較した。

建築士    2026.354



EVENT NEW PRODUCTS

＊情報提供・詳細は、建築情報サイト https：//www.kenchiku.co.jp　　＊新製品の資料請求は56頁をご参照ください。

第12回企画展

堀口捨己と谷口吉郎 
―茶室に魅せられた建築家―
概要　国立近現代建築資料館所蔵の堀口史料と
谷口建築設計研究所所蔵の谷口史料を中心に、
20世紀の日本文化を再読し、戦後の和風建築を
牽引した二人の建築家の歩みを辿る
会期　5月31日（日）まで、9:30〜17:00（入館は
16:30まで、月曜、月曜が休日の場合は直後の平
日休館）
観覧料　一般1,000円
会場・問合せ　谷口吉郎・吉生記念 金沢建築館
石川県金沢市寺町5-1-18
tel 076-247-3031
kenchikukan@kanazawa-museum.jp
https://www.kanazawa-museum.jp/architecture/
index.html

「メッセージオフィス」は厚み6.3㎜の薄型設計によ
り一般的なタイルカーペット（約6.5㎜）と同等の厚
みを実現。OAフロア下地に施工した際も、フローリ
ングとカーペットの境界で段差が生じにくく、つまづ
きリスクの低減につながる。OAフロア下地専用に
開発した変成シリコン系接着剤を使用。退去時に
はOAフロアを傷めにくく剥離することが可能。土
足使用が前提となるオフィス環境を想定し、摩擦・水
分・汚れに強い塗装仕様を採用。衛生性能は抗ウ
イルス、抗菌性能のほか、耐薬品性能、耐汚染性
能、室内空気環境性能を備えている。表面材には
天然木突き板を採用。木目のゆらぎや照り、経年変
化など、本物の木ならではの表情を楽しめ、無機質
になりがちなオフィス空間に、温かみと上質感をもた
らし、企業イメージや空間価値の向上につながる。

特殊印刷技術により素材のリアルな表情を再現し
た不燃化粧仕上げ材（壁紙）。2005年の発売開
始以来20年超、オフィス、商業施設、宿泊施設、医
療施設など不燃市場を中心とした各種市場に採
用。新作発売ではマテリアル柄（石目柄・抽象柄）
を拡大。397アイテムとなった。

床材不燃化粧仕上げ材
「リアルデコ Vol.8」
マテリアル柄を拡大

「メッセージオフィス」
OAフロアに直接貼れるオフィス用
天然木フローリング

今治市伊東豊雄建築ミュージアム展覧会

再び、大三島を元気にしよう！
概要　大三島をもう一度元気にするため、私達は
幾つかの大学研究室のチームと協力
会期　9月24日（木）まで、9:00〜17:00（月曜、祝
日の場合は翌日振替、年末）
観覧料　一般840円
会場・問合せ　今治市伊東豊雄建築ミュージアム
愛媛県今治市大三島町浦戸2418
tel 0897-74-7220
info@tima-imabari.jp
https://www.tima-imabari.jp/

美しいユートピア 
理想の地を夢みた近代日本の群像
概要　暮らしにまつわる過去をたずね、未来を夢
みるさまざまな運動を、「ユートピア」と呼びます。
そして「美しさ」にまつわる芸術、装飾工芸、建築デ
ザインにテーマを絞り、暮らしの中の「美しいユー
トピア」をみつめます。美しい暮らしを求める20
世紀日本のユートピアをたずね、当時の来るべき
世界を振り返り、今日のユートピアを思い描く方法
を探る
会期　3月22日（日）まで、10:00〜18:00（水曜休
館、ただし、3/18開館、3/6、20、21は夜 間開館
18:00まで開館、入館は19:30まで）
入館料　一般1,200円
会場・問合せ　パナソニック汐留美術館
東京都港区東新橋1-5-1 パナソニック東京汐留ビ
ル 4F
ハローダイヤル 050-5541-8600
https://panasonic.co.jp/ew/museum/

山田紗子展 parallel tunes
概要　自然と人とものとが響き合う、新しい建築を
予感させる注目の建築家、山田紗子氏の初の個展
を開催。ギャラリー空間を環境と捉え、自然、生
物、ランドスケープなどが複雑な旋律を奏でなが
ら共鳴する氏独自の世界を表現
会期　4月16日（木）～7月12日（日）、11:00～18:00

（月・祝日休館、5/4～6、ただし5/3は開館）
入場料　無料
会場・問合せ　TOTOギャラリー・間
東京都港区南青山1-24-3 TOTO乃木坂ビル 3F
tel 03-3402-1010
https://info.jp.toto.com/gallerma/index.htm

朝日ウッドテック（株）
tel 06-6245-9505
https://www.woodtec.co.jp

東リ（株）
tel 06-6494-6605
https://www.toli.co.jp

スガツネ工業（株）アーキテリア事業部が販売する
「ステンレス ハンガーフック HK-RW型ロングタイ
プ」は、ステンレス鋼製で堅牢かつシンプルな形状
なのでさまざまな空間に調和できるハンガーフッ
ク。特長としてアーム部分が長いので、厚みのある
コートや衣類を複数枚まとめて掛けられるためホ
テルや店舗のディスプレイスタンドなどに最適。
ヘアライン仕上げとマットブラックの2色展開して
おり、使用空間の雰囲気に合わせて選ぶことがで
きる。付属品として、十字穴付皿タッピンねじ4×
36（ステンレス鋼）がある。なお、ネジ頭はフック
と同じ仕上げ。

ハンガーフック

ステンレス ハンガーフック 
HK-RW型ロングタイプ

スガツネ工業（株）
アーキテリア事業部（家具金物・建築金物部門）
tel 03-3864-1122
https://www.sugatsune.co.jp

マスターウォールの最新の世界観を体感できる法
人向けショールーム。完全予約制。土曜日・日曜
日も営業。ゆっくりと商品をお試しいただけるほ
か、担 当スタッフによる説 明も可 能。 新 商 品

「DANISH FREE SOFA」、「Blueprint CEINAE 
CASTERチェア」126,500円（税込）や人気商品も
展示。今後、マスターウォール五反田ショールー
ムでは法人向けにイベントも開催する予定。

家具

マスターウォール五反田TOC 
ショールームオープン

マスターウォール 五反田TOCショールーム
〒141-0031東京都品川区西五反田7-22-17
TOCビル4F
営業時間 10:00～17:00（予約制、水曜、年末年始休館）

 0120-993-992
https://www.woodtec.co.jp
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特集
第13回 まちづくり賞
日本建築士会連合会では、建築士あるいは建
築士会の活動を支援するとともに、他団体や
地域との連携を強化し地域まちづくりのさらな
る発展に資するため、すぐれたまちづくり活動
の実績を評価・表彰する「まちづくり賞」を実
施してきた。そして昨年、第13回まちづくり賞
が決定した。
　次号では、その実施報告を行い、受賞団体
とその活動事例について詳しく紹介する。

※次号の構成、タイトル、執筆者は変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。

Information
「旅から旅絵」では、会員の皆さまの旅のスケッチを募集します。詳細はp.40をご参照ください。

問い合わせ・原稿送付先／編集担当宛て  kaishi@kenchikushikai.or.jp
本誌への「広告」掲載および「新製品」欄のお問い合せについて

広告代理店 株式会社建報社宛にご連絡ください。TEL.03-5244-9335（代表） 
また、建報社E-mail：info@kenchiku.co.jp からも、お問い合わせできます。

本誌掲載の原稿について
本誌に掲載されている依頼原稿は、筆者の責任において執筆いただいております。 
したがって、本会の見解と異なる場合もあることをご承知おきください。
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応募要項・応募用紙等は、日本建築士会連合会のホームページから
ダウンロードしてください。

http://www.kenchikushikai.or.jp

応募方法

（公社）日本建築士会連合会 地域活動部「まちづくり賞」係
〒108-0014 東京都港区芝5-26-20 建築会館5階

e-mail chiiki＠kenchikushikai.or.jp

提出先

まちづくり賞の募集
2025年度 第13回 公益社団法人 日本建築士会連合会

応募期間

2025年4月1日（火）～6月30日（月）

地域における継続的なすぐれた
住まい・まちづくり活動 の実績あるもの

6 景観まちづくり
7 防災まちづくり
8 復興まちづくり
9 歴史まちづくり　
10街中（空き家）まちづくり
11福祉まちづくり
12木のまちづくり等

1 建築物・環境調査、 
　保全・再生
2 地域活性化
3 教育・人づくり
4リノベーション
5まちづくり的な住まいづくり

例えば

選考対象

■建築士個人、 
または、その建築士が参画しているまちづくり活動団体

■建築士会または会員が推薦する個人、あるいは団体

応募資格

一次選考 ■応募事例から概ね7点程度をまちづくり賞及び大賞候補
として選考する。

最終選考 ■まちづくり賞の大賞候補者には、全国大会前日の2025年
9月18日にプレゼンテーションをして頂き、公開審査を行
い、まちづくり大賞（1点20万円）、まちづくり優秀賞（2点各
10万円）およびまちづくり奨励賞（4点程度）を決定する。全
国大会「おおさか大会」式典の中で表彰する。

選考・表彰

佐賀のクリークを活かしたまちづくり

第12回まちづくり大賞

選考の視点

先進性

プロセス

成果

まちづくりの
発想・着眼

継続性

波及効果

（公社）日本建築士会連合会では、より身近になった市民まちづくりのなかで、建築士や建築士会としての専門性をい
かんなく発揮し、みごとにその役割を果たしてきた活動を支援するとともに、他団体、地域との連携を強化した地域ま
ちづくりのさらなる発展に資するため、優れたまちづくり活動等の実績を評価・表彰します。
今回で第13回目を迎えるまちづくり賞への多くの活動事例の応募を期待します。

賞の趣旨

募集開始！

建築士    2026.356



監理技術者講習

建設業界の現状 監理技術者制度と責務 契約制度

施工計画と施工管理の留意点 品質管理 安全衛生管理

環境管理 生産性向上と最新技術・材料の動向 建築設備工事

建設業法施行規則第17条の13の規程に基づき、下記の講義＋修了試験（合計360分以上）を行います。

お申込みは連合会ホームページから
https://www.kenchikushikai.or.jp
国土交通省監理技術者講習登録講習機関12号（登録日…平成27年6月22日）

公益社団法人日本建築士会連合会
〒108-0014 東京都港区芝5-26-20 建築会館5 階

監理技術者講習本部

オンデマンド講習のご案内

お申込みから講習までの流れ

お申込

受講期間を
選択して
申し込み

講習会
テキスト・
実施要領が
ご自宅に発送

監理技術者とは

＊対面講習も実施中。開催日程・詳細等は、ホームページをご確認ください。

・・・・・・9,500円（税込）
※受講料にはテキスト・修了履歴ラベル交付費用・登録料・その他送料等含みます。

オンデマンド講習受講料（Web 申込のみ）

受講期間内にて（1ヵ月）動画視聴

お申込み

2 3 41

令和８年４月にオンデマンド講習の受付けをスタートします。受講される皆様に会場
へお越しいただくことなく、インターネット環境の整ったご自宅のパソコンや職場の
パソコンにて受講可能です。（修了考査の解答までウェブ上で完結します）

元請負の特定建設業者が当該工事を施工するために締結した下請契約の請負代金総額が 5,000万円以上（建築一式工事は8,000万円以上）
の場合に専任で配置する技術者のことです。
監理技術者の職務は、施工計画の作成、工程管理、品質管理その他の技術上の管理及び工事の施工に従事する者の指導監督です。
監理技術者は、下請負人を適切に指導、監督するという総合的な役割を担うため、主任技術者に比べ、より厳しい資格や経験が求められます。

講習プログラム

オンデマンド講習受講料

Web 申込のみ
受講
（動画視聴） 修了考査 5 修了履歴

ラベル：
ご自宅に
発送

令和８年４月
開始
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